
REPORT SHEET OF COIL EDUCATION 

NU-COIL Support Team 

 (R棟２階国際センター事務室) 

 

担当教員名 今井 隆夫 所属（学部学科） 外国語学部・英米学科 

実施年度・クォーター Q1 

授業名 
南山 授業名：演習Ⅰ（全員）＋演習Ⅳの希望者 

相手大学 授業名：日本文化 

カテゴリ ベーシック COIL       アカデミック COIL       PBL COIL 

パートナー教員名 フーゲンブーム先生 相手大学 大学名：UMBC 

参加学生数 南山      ２１人 相手大学      ２６人 

双方の教員・学生が一堂に会しての同期型交流 1 回 2 回 3 回以上 なし 

学生同士のみの同期型交流 1 回 2 回 3 回以上 なし 

使用言語 

（複数回答可） 

英語       日本語      その他言語（          ） 

使用ツール 

（複数回答可） 

Zoom   Facebook   LINE   Skype   YouTube   Canvas   Email   WeChat 

 その他（            ） 

交流内容 

（概略） 

Discuss differences in culture, society, or language between Japan and the U.S., considering 

your own background.という主題から、各グループでテーマを決め、５～６分程度のプレゼンテーシ

ョンビデオを作製した。 

交流期間 4/14～5/27 

評価方法 プレゼンテーションビデオの完成度による 

コメント 

UMBC の日本文化のクラスとの COIL であったので、言語・文化・コミュニケーションなどの日米の違

いについて共同作業ができる内容で、３年ゼミの学生の内容にも関連するもので、かつ、海外の大学

との交流の機会が持てて、有意義であったと思われます。 


